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 10 月末の普通鋼鋼材国内在庫（メーカー・問屋段階）は前月末比 3.5％増，在庫率は前

月末比で 8.3 ポイント上昇して 133.6％となり在庫の増加傾向は鮮明となった。11 月の全国

粗鋼生産は前月比 5.5％減，日産量も 2.3％減と減産基調がやや深まった。11 月の全鉄鋼ベ

ースの輸出は前年同月比 9.6％増の 354 万 8,000 トンで，11 月としての過去最高を大幅に更

新した。2011 年１～３月積み主要鉄鋼原料の鉄鉱石価格は 10～12 月積み比で約８％の値

上がりが確定し，原料炭の１～３月積み価格交渉では高品質強粘結炭の価格の同 7.7％引上

げで合意された。原料価格の決定に伴い高炉メーカーと需要家との間で 2010 年度下期の紐

付き鋼材価格の交渉が始まったが，交渉は難航し大半は越年となる見通しである。鉄鋼連

盟が３年ぶりに公表した鉄鋼の需給見通しによると，2011 年度の GDP はプラス 1.2％前後，

粗鋼生産量は１億 1,000 万トン程度になると見通している。神鋼と印・エッサールは自動

車用鋼板の製造に関する事業化調査開始の覚書を締結した。11 月の世界 66 カ国の粗鋼生

産は前月比 2.8％減と２カ月ぶりに減少した。 

 

◆11 月粗鋼生産，３カ月ぶり 900 万トン割れ 

 鉄鋼連盟が発表した 10 月末の普通鋼鋼材国内在庫（メーカー・問屋段階）は，前月末比

3.5％，17 万 6,000 トン増加して 522 万 2,000 トンとなり，３カ月連続して増加した。10

月の出荷量は前月比 3.0％減の 390 万 8,000 トンとなったために，在庫率は前月末に比して

8.3 ポイント上昇して，133.6％となり在庫の増加傾向は鮮明となった。一方，10 月末の普

通鋼鋼材流通在庫は，鉄鋼連盟が行った全国市中鋼材数量調査によると，前月末比 1.1％

減少して 261 万 6,000 トンとなった。10 月の販売量は前月比 2.2％減の 267 万 5,000 トンで

あったことから，在庫率は前月末比 1.2 ポイント上昇して 101.6％となり，６カ月連続して

100％超の在庫率となっている。 

 主要製品の在庫状況をみてみると，10 月末の薄板３品（熱延・冷延・表面処理鋼板）の

国内在庫（メーカー・問屋・コイルセンターの合計）は，前月末比 2.9％，10 万 9,000 ト

ン増の 391 万 8,000 トンで，2009 年３月以来１年７カ月ぶりに 390 万トンを超えた。例年

10 月は減少に向う時期だが，国内需要の不透明感が増している中での在庫増加であり，高

炉メーカーは「危険領域」とみて警戒感をさらに強めている。また，主要建材製品である

Ｈ形鋼の 11 月末の全国流通在庫は，新日鉄系の建材特約店組織である「ときわ会」が行っ

た調査によると，前月末比 6.5％，１万 3,000 トン減の 14 万 9,200 トンとなり，５カ月連

続して減少し，過去最低水準を更新した。在庫率は 1.50 カ月（前月は 1.81 カ月）と 2008

年３月以来の低水準となり，新日鉄では在庫調整は完了したと見ており，12 月契約分の店

売り向けＨ形鋼の販売価格をトン 3,000 円値上げすると発表した。 

 鉄鋼連盟が発表した速報によると，11 月の全国粗鋼生産は前月比 5.5％減（前年同月比

1.4％増）の 898 万 4,000 トンとなった。対前年同月では 13 カ月連続の増加となったが，3

カ月ぶりに 900 万トンを割った。日数減に加えて，日産量も 2.3％減と，10 月の 0.4％減に
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続いて２カ月連続して減少し，減産基調がやや深まった。１～11 月の累計生産量は，１億

42 万トン（前年同期比 27.8％増）となり，12 月が当月と同水準の日産量（29 万 9,500 ト

ン）で推移した場合，１～12 月の暦年生産は１億 970 万トンとなり，１億１千万トンを若

干下回る見込みとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 財務省が発表した 11 月の鉄鋼貿易統計によると，輸出（全鉄鋼ベース）は前年同月比

9.6％増の 354 万 8,000 トンとなり，再び前年比増に転じた。11 月としては，2009 年に記

録した 323 万 7,000 トンがこれまで過去最高であったが，それを大幅に更新した。輸入は

同 6.8％増の 62 万 1,000 トンと 11 カ月連続で前年を上回った。国別輸出では，韓国・台湾

などアジア NIE's 諸国向けが 130 万 2,000 トン（同 0.9％増）とわずかながら５カ月ぶりに

前年比増に転じ，中国向けは 63 万 6,000 トン（同 18.4％増）と２カ月連続で増加し，ASEAN

向けも 94 万 9,000 トン（同 7.5％増）とアジア向けがいずれも堅調だった，アジア以外で

は米国向けが 12 万 8,000 トン（同 58.0％増），中東向けが 10 万 5,000 トン（同 20.9％減），

EU 向けが５万 4,000 トン（同 2.9 倍），ロシア向けが１万 2,000 トン（同 7.9 倍）だった。

国別輸入ではアジア NIE's からが 34 万トン（同 28.0％増），中国からが 11 万 7,000 トン（同

53.3％増），ロシアからが２万 2,000 トン（同 48.9％減）だった。 

◆下期の鋼材価格交渉，難航 

 2011 年１～３月積み主要鉄鋼原料の日本高炉企業と山元との間との価格交渉が概ね決

着したが，それによると鉄鉱石価格は 10～12 月積みに比較して約８％値上がりが確定した。

指標となる中国向けのスポット価格（９～11 月平均）が，トン当たり約 148 ドル（中国着

価格，豪州産粉鉱石で鉄分 62％）に確定したために，日本向けも同程度の値上がりとなっ

た。豪州産の代表的な粉鉱石で FOB（本船渡し）価格で 137 ドル程度になる見通しで，10

～12 月積みの 127 ドルに比して 10 ドル程度の値上げとなる。また，原料炭の１～３月積

み価格交渉は新日鉄・JFE スチールと豪州の石炭サプライアーBMA とコークスの主原料で

ある高品質強粘結炭の価格を 10～12 月積み比 7.7％引上げ，トン当たり 225 ドル（本船渡

し価格）とすることで合意した。この結果，2010 年度の平均価格は 215 ドルとなり，前年

度（129 ドル）に比して約 1.6 倍に上昇した。 
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図１ 粗鋼生産の月次推移 
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 これらの原料価格の決定に伴い，高炉メーカーと自動車，造船，電機，建産機メーカー

など需要家との間で 2010 年度下期（10～３月期）の紐付き鋼材価格の交渉が始まった。高

炉メーカーは，今下期には上期比で使用ベースの原料コストがトン当たり 4～5,000 円上が

ることを受けて，再生産可能な価格に改定すべく値上げ方針を打ち出している。一方，需

要家側は，年間での鋼材調達コスト計画に基づく受け入れ可能額を打ち出しているが，現

状では彼我の主張には大きな開きがあり，交渉は難航し，大半は越年となる見通しである。 

◆2011 年度粗鋼 1.1 億トンを維持，鉄連見通し 

 鉄鋼連盟はリーマン・ショック後，不透明感が強いとして，鉄鋼の需給見通しの発表を

見送っていたが，このほど３年ぶりに見通しを公表した。それによると，2011 年度の日本

経済は，景気対策の終了で消費・生産活動は反動減が見込まれるものの，住宅投資の緩や

かな回復と中国など新興国の需要に支えられた堅調な輸出により，国内総生産はプラス

1.2％前後となると見込んでいる。国内鉄鋼需要は，自動車・家電などの内需は落ち込む一

方，住宅・設備投資関連が回復傾向をたどることで，全体では微増ないし横這いとなると

見通している。一方，輸出については，円高傾向や東アジアでの新規設備稼働を不安材料

として挙げつつも，アジア新興国の需要増を背景に年間 4,000 万トンを維持すると予測し

ている。その結果，2011 年度の粗鋼生産量は１億 1,000 万トン程度になると見通している。 

◆神鋼，インドで事業展開進む 

 神鋼と印・エッサールは自動車用鋼板の製造に関する事業化調査（FS）開始の覚書を締

結した旨を発表した。連続焼鈍ライン（CAL）と連続亜鉛めっき鋼板ライン (CGL)を持つ

工場を合弁で建設する方向で調査を行う。両社は合弁事業の可能性について設計，建設，

操業などの点から 1 年かけて調査を行う。生産規模，投資額については未定だが，事業化

が可能と判断された場合，建設に約２年かけ 2013 年に稼働する見込みとなっている。 

 また，神鋼はインドの国営製鉄会社 SAIL と鉄鋼・同関連事業で包括提携を結ぶことで

合意し，覚書を締結した。両社合同の専門チームを立ち上げ，共同事業や技術協力などの

具体策を検討する。両社は既に神鋼が保有する次世代型の鉄源製造技術（アイティー・マ

ークスリー）を活用した共同事業を検討中とされている。この関係をさらに深化させるた

めに，包括提携を結ぶことにしたとされる。ただ，神鋼は既にインド鉄鋼メーカーのエッ

サールと包括提携を結んでおり，一部分野については提携の対象としない見通しである。 

◆11 月世界粗鋼生産，２カ月ぶり前月比減 

 世界鉄鋼協会のまとめによると，11 月の世界粗鋼生産（66 カ国）は，前月比 2.8％減（前

年同月比 5.1％増）の１億 1,411 万 8,000 トンと２カ月ぶりに減少した。中国は 0.3％減と

２カ月ぶりに減少し，中国以外は 4.7％減と３カ月ぶりに減少した。66 カ国の粗鋼日産量

は，前月比 0.5％増と３カ月連続で増加した。中国は 3.1％増と，６カ月ぶりに増加に転じ

た 10 月の 1.5％増から増加幅が拡大し，増産基調に入った。66 カ国全体の製鋼操業率は

75.2％と 10 月の 75.3％をわずかに下回った。直近で底だった８月の 73.4％からは改善して

いるが，80％を超えていた８月以前と比較して低下したままとなっている。１～11 月の 66

カ国生産は 12 億 8,079 万トンと前年同期比 16.2％増加した。12 月の粗鋼生産が 11 月並み

ならば，年間で 14 億トン近くに達し，2007 年の過去最高（13 億 4,582 万トン）を上回る

のは確実となっている。  
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